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2月1日（士）雪

あいにくの雪でしたが、当間高原リゾート「ベルナティオ」に出かけて

きました。市街地に比べると、とても多い雪。その真っ自な雪原で、スノ

一チュービング、スノーパイキング、スノーモービルを楽しんでいました。

私も撮影の合間にチュービングとモービルを初めて体験。降っているにも

かかわらず気分は最高です。皆さんも、ぜひ一一度体験してみてください。

病み付きになるかもしれませんよ。
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　交通安全を目指して毎年いろいろな

活動を行っています。

中条長寿社会交通安全新春書き初め大会

　　　　　（中条地区公民館）

幼児交通安全教室
　（北原保育所）

　新聞、テレビ、ラジオなどから交通事故のニュースのない日は

なく、大きな社会問題になっています。

　十日町警察署管内（十日町市、津南町、川西町、中里村）の平

成8年の交通事故結果（3鋤表2）によると、残念ながら発生件

数、負傷者数とも大幅に増加しました。一方、死者数は、警察署

の指導取り締まり強化をはじめ関係機関の懸命な諸対策が功を奏

して4年ぶりに減少し、前年比マイナス2人の8人となり、「死者

数m人以下」の悲願がようやく報われた年でした。

　全国や県単位で見ると死者数は減少していますが、十日町市で

は1人増えて6人の尊い生命が失われました。

高
齢
者
の

　
　
死
亡
事
故
増
加

　
3
警
の
表
1
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
8
年
は
発
生
件
数
鵬
件
、
死
者

数
6
人
、
負
傷
者
数
鵬
人
で
す
。
死

者
数
6
人
の
う
ち
4
人
は
お
年
寄
り

で
、
お
年
寄
り
の
比
率
が
年
々
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
減
少

さ
せ
た
い
と
の
願
い
も
む
な
し
く
、

新
年
の
6
日
夜
に
中
条
地
内
で
お
年

寄
り
が
、
2
月
5
日
に
は
水
沢
地
内

で
高
校
生
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
条
地
区
で
は
1
月
1
0
日
働
・
1
7

日
働
・
2
7
日
㈲
の
3
回
、
市
、
警
察

署
、
交
通
安
全
協
会
、
地
区
の
交
通

安
全
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
て
地
区

の
お
年
寄
ザ
約
謝
人
を
対
象
に
、
『
悲

惨
な
悪
夢
、
こ
れ
以
上
繰
り
返
さ
な

い
！
』
を
合
い
言
葉
に
「
中
条
長
寿

社
会
交
通
安
全
新
春
書
き
初
め
大

会
」
を
行
い
ま
し
た
。
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十日町市長

本田欣二郎

　
十
日
町
市
内
の
交
通
事
故
は
、
依

然
と
し
て
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
は
、
関
係
機
関
の
協

力
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
引
き
続
い

て
『
交
通
事
故
ゼ
ロ
』
を
目
標
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
相
手
を
思
い

や
る
心
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交

通
事
故
の
加
害
者
、
被
害
者
に
な
ら

な
い
よ
う
、
事
故
の
な
い
明
る
い
町

に
す
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

旧
美
紀
さ
ん

籾
（
川
治
小
学
校
児
童
会
長
）

　
私
た
ち
も
交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん

と
守
っ
て
歩
き
ま
す
。

　
運
転
手
の
皆
さ
ん
も
私
た
ち
を
守

2



、

（表1）過去5年問の

　　　十日町市交通事故発生状況

※十日町市では、過

　去5年問で32人が
死亡し、1，198人が

　ケガをしました。

擦 発盤傑数 蕪欝数 負傷讃数

4 196 5 228

5 182 9 197

6 214 7 244

7 206 5 236

8 253 6 293

（表2）十日町警察署管内の市町村別交通事故発生状況

発盤傑数 擁　嚢　数 糞傷灘数
屡　鐙

＄集 驚隼 ㊥難 緊隼 書舘 簗羅

十日町市

津南町
川西町
中里村

253
63

36

35

206
69

38

28

6
1
1
0

5
2
3
0

293
86

44

47

236
85

42

38

計 387 341 8 10 470 401

　
一
方
、
昨
年
末
に
死
亡
事
故
が
起

き
た
伊
達
地
区
と
大
黒
沢
地
区
で
も

1
月
2
7
日
㈲
∵
2
9
日
㈱
、
2
月
6
日

㈱
の
3
日
間
、
交
通
安
全
集
会
を
開

き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
警
察
署
や
交
通
安
全
協

会
な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し
な
が
ら

交
通
安
全
対
策
を
一
層
進
め
て
い
き

ま
す
が
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
か
ら

も
交
通
安
全
に
心
が
け
て
、
『
歩
行
者

は
夜
間
反
射
材
を
着
用
す
る
、
斜
め

横
断
は
絶
対
し
な
い
！
』
『
ド
ラ
イ
バ

ー
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
、

夕
方
は
早
め
に
点
灯
す
る
！
』
を
ぜ

ひ
お
願
い
し
ま
す
。

　
冬
真
っ
最
中
の
今
、
道
路
に
雪
を

出
す
人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
車

の
運
転
に
非
常
に
危
険
で
す
の
で
や

め
て
く
だ
さ
い
。

　
市
内
か
ら
交
通
事
故
を
一
件
で
も

な
く
す
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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っ
て
く
だ
さ
い
。

阿
部
輝
次
さ
ん
（
＋
日
町
地
区
交

　
通
安
全
協
会
事
務
局
長
）

全
員
で
反
射
材
の
着
用
を
。

保
坂
三
郎
さ
ん
（
＋
日
町
市
老
人

　
　
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
）

　
私
た
ち
高
齢
者
は
自
分
自
身
の
心

身
の
衰
え
を
悟
り
、
無
理
な
行
動
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

　
運
転
者
の
皆
さ
ん
も
老
人
に
優
し

い
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
山
一
代
さ
ん
（
＋
日
町
市
交
通

　
　
安
全
母
の
会
会
長
）

　
交
通
安
全
は
、
ま
ず
家
庭
か
ら
。

　
私
た
ち
母
親
は
家
庭
の
安
全
管
理

者
と
し
て
、
家
族
に
安
全
の
呼
び
か

け
を
し
っ
か
り
し
ま
す
。

　
運
転
者
の
皆
さ
ん
、
お
年
寄
り
を

見
か
け
た
ら
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

春の全国交通安全運動で平山知事が

ヘリコプターで訪問（下条小学校）

　レディース＆ヤングドライビングスクール

　　　　（グリーンピア津南会場）

中条ピッカピ力作戦、夜間体験

　　（市陸上競技場駐車場）

高齢者宅の訪問指導
　　（下条地区）

罎　謹彗騒｝畿
　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　　　羅

麟懸　輯　　盟謹謹
　郡市高齢者交通安全ゲートボール大会

　　　　　　（津南町会場）
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が始まります’の
2月16日（日）～3月17日（月）

　（土・日曜日は閉庁日です）

　
平
成
8
年
分
の
所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告
期
限
は
3
月

17

日
㈲
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申
告
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

国
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

は
”
所
得
の
あ
っ
た
人

①
営
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん

　
で
い
る
人

②
地
代
・
家
賃
・
配
当
な
ど
の
所
得

　
が
あ
っ
た
人

③
給
与
や
年
金
所
得
者
で
、
給
与
や

　
年
金
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
人

④
給
与
所
得
者
で
、
2
か
所
以
上
か

　
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
た
人

⑤
①
～
④
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
人

※
所
得
と
は
コ
年
問
に
得
た
収
入

　
金
額
」
か
ら
「
そ
の
収
入
を
得
る

　
た
め
に
必
要
な
経
費
」
を
差
し
引

　
い
た
も
の
で
す
。

回
必
ず
収
支
の
記
帳
を

　
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
人
は
、
収
入
金
額
と
必
要
経

費
が
所
得
計
算
の
基
本
で
す
。
必
ず

記
帳
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

回
所
得
税
の
確
定
申
告
は
税
務
署
へ

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
十
日
町
税

務
署
（
高
田
町
3
西
智
52
－
3
1
8

1
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
の
送
付

を
受
け
た
人

■
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
以
外

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
2
0
万
円
を

超
え
る
人

■
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
と
税

金
が
戻
る
人
（
一
般
的
に
は
次
の
①

～
⑤
の
人
）

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

　
医
療
費
控
除
…
支
払
っ
た
医
療
費

　
が
所
得
の
5
％
か
1
0
万
円
の
ど
ち

　
ら
か
低
い
方
の
金
額
を
超
え
て
い

　
る
と
き
。

②
住
宅
を
新
築
・
購
入
し
た
人

　
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
…
自
分
が

　
住
む
家
を
取
得
し
た
り
、
増
改
築

　
し
た
場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た

　
し
て
い
る
と
き
。

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

　
雑
損
控
除
…
そ
の
損
失
額
が
、
所

　
得
の
1
0
％
を
超
え
て
い
る
と
き
。

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整

　
を
受
け
な
か
っ
た
人

⑤
平
成
8
年
分
所
得
税
の
特
別
減
税

　
を
受
け
て
い
な
い
人
、
ま
た
は
精

　
算
が
済
ん
で
い
な
い
人

回
口
座
振
替
の
利
用
を

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
付

や
還
付
は
、
金
融
機
関
の
口
座
振
替

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

回
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、

市
・
県
民
税
砂
申
告
書
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

回
市
・
県
民
税
の
申
告
書
の
配
布

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
昨
年
の
申
告
実
績
に
よ
り
市
政

事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

申
告
書
が
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
人
で

も
、
前
記
国
（
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
）
に
該
当
す
る
人
は
、

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

税
務
課
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
（
出

張
所
）
に
申
告
書
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

回
記
載
方
法
の
相
談
は

　
左
表
の
日
程
の
と
お
り
申
告
相
談

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。〈

市
・
県
民
税
申
告
相
談
日
〉

期　臼 聴　間 会　　場

2月17日（月）

　～
3月17日（月）

午前9時

　～
午後4時

十日町市役所
※土曜日と日曜

　日は除きます。

2月20日休）

午前9時

　　30分
　～
午後3時

中条地区公民館

2月21日團 水沢地区公民館

2月25日㈹ 吉田就業改善センター

2月26日㈱ 下条地区公民館

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
市
民
税
係

　
（
智
5
7
1
3
1
1
1
内
線
U
賂
・
m
）

回
農
業
者
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て

　
い
る
人

　
　
農
業
者
年
金
保
険
料
も
社
会
保

　
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

支
払
金
額
に
つ
い
て
は
、
J
A
十

日
町
市
本
所
（
盈
5
7
－
1
5
7
1
）

へ
。顛

麗
倭
料
は

所
得
額
か
ら

　
　
　
　
控
除
さ
れ
ま
す

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

8
年
1
月
か
ら
1
2
月
ま
で
の
一
年
間

に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
・
国
民

健
康
保
険
料
の
全
額
で
す
。

　
ま
た
、
本
人
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
家
族
の
保
険
料
も
申
告
者
が
納
付

し
た
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
中
に
納
め
た
も
の
で
あ
れ

ば
過
去
の
保
険
料
も
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

■
平
成
8
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
額
）

〈
定
額
保
険
料
〉

　
1
月
～
3
月
H
1
1
、
7
0
0
円

　
4
月
～
1
2
月
H
1
2
、
3
0
0
円

〈
付
加
保
険
料
〉
　
　
　
4
0
0
円

　
※
市
で
は
、
2
月
中
旬
に
国
民
年

　
金
・
国
民
健
康
保
険
の
納
入
額
を

　
通
知
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

　
さ
い
。

■
納
付
額
の
問
い
合
わ
せ

▼
国
民
年
金
保
険
料
…
市
民
課
年
金

　
係
（
盈
内
線
皿
・
齪
）

▼
国
民
健
康
保
険
料
…
税
務
課
管
理

　
収
納
係
（
盈
内
線
m
・
m
・
備
）

4



9
年
度
、
新
生
産
調
整
（
転
作
）
に
ご
協
力
を

　
平
成
8
年
度
の
転
作
は
、
市
全
体
と
し
て
1
0
0
・
9
％
の
達
成

率
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
研
ま
す
。

新
食
糧
法
の
趣
旨
と

　
　
生
産
調
整
の
必
要
性

　
「
新
食
糧
法
」
（
主
要
食
糧
の
需
給

及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
）

の
施
行
に
よ
り
、
お
米
の
作
付
と
販

売
は
生
産
者
の
主
体
性
に
任
さ
れ
、

一
部
報
道
で
は
自
由
と
い
う
言
葉
で

表
現
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
法
律
の

本
質
は
、
生
産
者
が
主
体
的
に
生
産

調
整
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お

米
の
需
給
調
整
と
価
格
の
安
定
を
図

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
市
場
経
済
の
中
で
は
、
余
剰
が
生

じ
れ
ば
必
然
的
に
価
格
が
下
が
る
と

い
う
「
し
く
み
」
は
避
け
て
通
れ
ま

せ
ん
。
逆
に
言
え
ば
、
生
産
者
を
守

る
た
め
に
は
、
自
ら
主
体
的
な
生
産

調
整
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

米
価
の
動
き
と

　
　
　
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ

　
皆
さ
ん
の
生
産
調
整
に
対
す
る
ご

協
力
に
よ
り
、
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
と

一
部
銘
柄
米
に
つ
い
て
は
新
食
糧
法

施
行
後
も
「
高
値
安
定
」
を
維
持
し
、

良
質
米
産
地
と
し
て
全
国
的
に
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
市
に

と
っ
て
も
こ
の
上
な
い
誇
り
で
す
。

　
し
か
し
、
消
費
者
の
立
場
か
ら
見

れ
ば
、
お
い
し
い
お
米
を
で
き
る
だ

け
安
く
購
入
し
た
い
と
い
う
願
い
は

必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。
万
が
一
価
格

が
下
落
し
始
め
れ
ば
、
需
給
に
見
合

う
価
格
調
整
が
な
さ
れ
る
ま
で
相
場

を
な
が
め
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
事
態
を
避
け
長
期
的
に
安

定
し
た
価
格
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
今
後
も
生
産
調
整
に
対
す
る

生
産
者
、
市
、
農
協
等
関
係
団
体
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
全
国
的
な
良
質
米
産
地
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
も
生
産
調
整
の
実
効

性
、
公
平
性
の
確
保
を
個
人
個
人
が

意
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市

と
し
て
も
対
外
的
な
批
判
を
受
け
る

こ
と
な
く
生
産
者
の
た
め
の
農
業
振

興
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9
年
度
の

転
作
目
標
面
積
の
配
分

　
市
に
は
、
県
か
ら
3
7
5
・
7
5
診

の
目
標
面
積
の
配
分
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
8
年
度
と
ほ
ぽ
同
じ

配
分
面
積
で
す
。

　
た
だ
し
、
現
在
市
で
行
っ
て
い
る

平
坦
地
で
の
基
盤
整
備
事
業
が
終
了

に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
実
施
面
積
が
9
年
度
に
は
減
少
す

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
全
体
と
し
て
は
基
盤
整
備
事
業
分

を
考
慮
し
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
目
標

面
積
の
配
分
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
皆
さ
ん
個
人
へ
の
目
標
面

積
は
、
2
月
2
5
日
か
ら
2
8
日
に
行
わ

れ
る
地
区
別
説
明
会
で
農
事
連
絡
員

さ
ん
を
通
じ
て
行
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
基
盤
整
備
事
業
に
係
る
下
条
・
中

条
（
平
場
）
・
新
座
・
大
井
田
・
鉢
地

区
に
つ
い
て
は
3
月
中
旬
を
予
定
し

目標配分等の比較

9蝶度 ＄蕪度 難前難髭

転作目標面積 372．75ha 372．56ha 十〇．19ha

内加工用米面積 35．38ha 35．34ha 十〇．04ha

内
　
訳

うるち 5，771袋 5，670袋 ＋101袋

も　　ち 255袋 255袋 0
計 6，026袋 5，925袋 ＋101袋

て
い
ま
す
の
で
、
後
日
案
内
し
ま
す
）

市
と
農
協
の
取
り
組
み

■
転
作
組
合
に
よ
る
団
地
転
作
の
推

進　
転
作
の
助
成
基
本
額
以
上
の
上
積

み
を
図
る
た
め
、
団
地
転
作
を
推
進

し
ま
す
。

8年度団地形成に係る実績

割含
國蓮形戴盤物

糞施面積
布⑳一般作物

鍵施面積
43．0％

0．5％

43．5％

47．8ha

0．6ha

48．4ha

エンバク

ソ　　バ

　計

111．1ha

取組農区（転作組合）

エンバク　南北鐙坂・高島・伊達・太田島

ソバ　西枯木又

▼
団
地
転
作
と
は

　
同
じ
作
物
を
団
地
化
（
概
ね
3
診

の
ま
と
ま
り
、
ま
た
は
1
診
が
3
か

所
）
し
て
転
作
す
る
こ
と
で
、
バ
ラ

バ
ラ
に
転
作
し
た
場
合
よ
り
国
の
高

額
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
団
地
形
成
は
、
単
一
農
区
、

ま
た
は
複
数
農
区
に
ま
た
が

っ
て
も
地
域
の
合
意
を
得
る

こ
と
に
よ
り
実
施
で
き
ま
す
。

▼
推
進
方
法

　
今
ま
で
ど
お
り
農
事
連
絡

員
さ
ん
を
農
区
の
代
表
と
し

て
、
合
意
の
と
り
ま
と
め
な

ど
の
集
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

8年度とも補償に係る実績

　
市
と
農
協
は
、
団
地
を
形
成
す
る

転
作
組
合
の
組
織
育
成
を
図
り
、
具

体
的
な
推
進
方
法
等
を
転
作
組
合
と

相
談
し
、
連
絡
調
整
や
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
し
ま
す
。

■
と
も
補
償
制
度
の
推
進

　
8
年
度
は
、
n
地
域
で
約
1
千
2

百
万
円
の
と
も
補
償
に
か
か
る
助
成

金
を
国
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
9
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

▼
と
も
補
償
制
度
と
は

　
生
産
調
整
に
参
加
す
る
生
産
者
の

経
済
的
負
担
を
相
互
に
補
償
し
あ
う

た
め
、
参
加
す
る
農
業
者
の
拠
出
金

に
国
か
ら
の
助
成
金
を
上
積
み
し
て
、

地
域
内
で
調
整
し
た
生
産
調
整
実
施

者
に
支
払
う
と
い
う
も
の
で
す
。

▼
推
進
方
法

　
農
協
が
実
施
主
体
に
な
り
、
地
域

の
話
し
合
い
で
、
地
域
に
合
っ
た
と

も
補
償
推
進
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

市
は
農
協
や
地
域
と
連
携
を
取
り
、

一
層
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

地　区　数 11

参加者数／農業者数 564／632

助成水田

面　　積

一般作物 55．1ha

調整水田 11．3ha

計 66．4ha

国　庫　補助　金 12，346，680円

参加農業者拠出金 18，108，378円

取組地区
南北鐙坂・高島・伊達・太田島・稲
葉・小泉・轟木・西枯木又・新水・
鍬柄沢・孕石

平成9年2月10日号5



　歌うことが大好き、

新規会員大募集中です。

練習日は毎回100％に近い出席率を誇ります
このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係奮57－3H　I内線213へ。

語で、コーロはコーラス、パーチェは平和と言う意味です。

コンサートの際、アンドレア・スキャービィオ夫妻から大

変褒めていただきました。また、「次回はぜひコモで共演を」

とのお話もいただき、夢を膨らませています。

　また、雪まつりのカーニバル舞台でのコーラス、市民音

楽祭などへの参加や、他のコーラスグループとの交流も行

いたいと思っています。そして、グループでの旅行など親

ぼくも深められればいいですね。

　大勢で歌う心地よさは何物にも替えられません。グルー

プでは、仲間を2倍にも3倍にも増やしたいと考えていま

す。私たちと一緒に歌う喜びを感じてみませんか。その気

さえあれば経験の有無、ましてや楽譜が読める読めないな

どは一切関係ありません。とにかく思い切って一歩踏み出

してください。木曜日の夜、市民会館3階第3研修室に顔

を出していただければそれでOKです。問い合わせは、代

表：小杉新平（盈57－8101）へ。

　　私たちのグループは、公民館成人講座の合唱教室です。

　1年前までは女性だけのグループだったのですが、男性も

　加わり混声を組んでいます。現在メンバーは、ソプラノ15

　人、アルト14人、テノール5人、バス5人の39人です。当

　重茜先生の指導で、毎週木曜日の午後7時30分から9時30

賢磐貰ちンサート為難・一間を過ごしています。毎回100

　　　　　　　　　　　　めでしょつ。

　　　　　　　　　　　　　昨年12月に十日町・コモ姉

　　　　　　　　　　　　妹都市交流協会主催で行われ

　　　　　　　　　　　　た「クリスマス・コンサート」

　　　　　　　　　　　　にも出演。出演にあたって、

　日乍年12月の　　　　　　　　　　「コーロ●パーチェ」という

　クリスマスコンサート　　　愛称を付けました。イタリア

ノヲくび　ゑ

｛フリス

蝋
鵡

．
●
鞭
翻
麟
艦
盈
欝
鷺
繕
難
鹸
覆
灘
鞭
懸
難
徳
綴
㎜
懲
羅
露
灘
の
6

　　　　鱒　　懸o　鞭麟

⑳

㊧㊤
　
皮
な
し
シ
ュ
ー
マ
イ

麟
　
　
皮
に
包
ま
な
い
の
で
作
る
の
も

　
簡
単
で
す
。
皮
は
思
い
の
ほ
か
カ

⑬馨
ロ
リ
ー
が
高
い
そ
う
で
す
か
ら
．

繭　
簡
単
、
カ
ロ
リ
ー
ひ
か
え
め
と
一

　
石
二
鳥
で
す
。
ご
は
ん
や
弁
当
の

馨
お
か
ず
に
、
お
酒
の
お
つ
ま
み
に

翻
　
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
〈
作
り
方
〉

　
④
玉
ね
ぎ
は
￥
み
じ
ん
切
り
に
し

O旛　
　
片
く
り
粉
を
ま
ぶ
す
。

　
②
豚
ひ
き
肉
の
中
に
￥
④
、
さ
く

　
　
ら
え
び
の
み
じ
ん
切
り
￥
し
ょ

　
　
う
ゆ
、
塩
￥
こ
し
ょ
う
を
入
れ
．

　　　隔　　㊤　o懸籔
懸．

材料（4人分）
豚ひき肉…240g、玉ねぎ…120g
グリンピース…20粒

さくらえび…89
片くり粉…24g（12gずつ使用）
しょうゆ…小さじ4
塩…28、こしよう…少々

つけ　｛鴛静一

麟の鱒剛総

③
嶺
貯
る
幽

ね
ば
り
け
が
で
る
ま
で
よ
く
混
懸

く
り
粉
を
ま
ぶ
し
、
上
に
グ
リ

ン
ピ
ー
ス
を
の
せ
る
。

④
蒸
気
の
上
が
っ
た
蒸
し
器
で
￥

10
分
～
1
5
分
蒸
す
。

◎
ち
ん
げ
ん
菜
は
4
つ
割
り
に
し
、

熱
湯
で
ゆ
で
て
食
べ
や
す
い
大

き
さ
に
切
る
。

　　⑰　難嚇

◎
お
皿
に
シ
ュ
ー
マ
イ
、
ち
ん
げ
魯
　

ん
菜
￥
ト
マ
ト
を
色
ど
り
よ
く
◎

※
螺
辮
糞
繭

　　庭野正子さん
（四日町新田3・盈57－2075）

　　●やまな会
　　〔雲膿裏書議婆〕

御騨ゆ馨鰯聯

●
9
灘
響
裾
量
＜
O
馨
鑛
醤
犠
之
乏
◎
籍
亀



じホうずに

描けたね〃
⑭中条保育園

　霧熱　　嚇。
　　　　　　が4

根津一也くん
　　（6歳）

　鬼は外一。福は内一。ぼくが豆を

投げているんだよ。そしたら鬼が逃

げたんだ。保育園で、ビニールを使

って鬼のお面も作ったよ。

　　　なつ　き
福嶋夏生ちゃん

　　　（6歳）

　　　　　麟

　　　　　　蕪

とこままわしをしたの。

くまわっていてとても

。うまくまわすコツは

なんだよ。

　沙織ちやん

私のほうが長

うれしかった

練習すること
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襲

本気の本音
㊨樽、議，襲力遍へ

子
供
た
ち
に
好
か
れ
て
い
ま
す
。
今
の
気
持

を
大
切
に
長
く
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
好
き
で
選
ん
だ
仕
事
で
す
も
の
。

経
験
を
積
ん
で
、
頼
れ
る
保
母
さ
ん
、
お
母

さ
ん
に
な
る
こ
と
問
違
い
な
し
で
す
ね
。

購　　
　
で
も
知
子
先
生
は
、

な
話
し
方
で
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。
先
生
の

悪
い
と
こ
ろ
な
ん
て
？
性
格
は
た
い
ら
、

笑
顔
が
絶
え
な
い
ん
で
す
。
と
っ
て
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
目
標
に
し
て
い
る
先
生
な
ん
で
す
。

翻　
　
　
　
純
子
先
生
は
全
力
投
球
で
子
供
た
ち
に
接
し
て
い
ま
す
。

せ
樂
縫
籠
器
篠
謄
ヒ
ヤ
ッ
と
さ
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪
灘

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
失
敗
だ
ら
ナ
よ

　
　
　
　
　
　
　
私
が
め
げ
な
い
よ
・

0

軸

圏山純子さん、牌鯉…・蟻麺無

このコーナーでは、登場していただく人を募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係智57－31H内線213へ。

保
育
歴
2
5
年
の
馬
場
知
子
さ
ん
（
小
泉
1
）
、
1
年
目
の
村
山
純
子
さ
ん
（
大
石
）
。
「
明
日
も
早
く
行

き
た
い
な
」
と
子
供
た
ち
に
思
っ
て
も
ら
え
る
慈
光
保
育
園
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・…　も・・・・・・…　●・・・・・・・・・・・・…　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

ぞ
㌧
璽

　
生
ま
れ
は
尾
崎
、
百
姓
家
の
6
男

坊
で
す
。
子
供
は
全
部
で
ー
ダ
ー
ス

（
1
2
人
）
生
ま
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
が
、

3
人
が
小
さ
く
し
て
死
に
、
育
っ
た

の
は
男
7
人
、
女
2
人
の
9
人
で
す
。

　
昭
和
6
年
3
月
に
大
井
田
尋
常
小

学
校
高
等
科
を
卒
業
、
長
岡
の
青
果

市
場
に
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
後
昭
和

12

年
に
兵
隊
検
査
を
受
け
海
軍
に
配

属
、
戦
艦
「
比
叡
」
、
航
空
母
艦
「
蒼

龍
」
重
巡
洋
艦
「
筑
摩
」
な
ど
に
乗

り
、
太
平
洋
の
様
々
な
作
戦
に
参
加

し
ま
し
た
。
昭
和
1
4
年
の
真
珠
湾
攻

撃
を
は
じ
め
、
ラ
バ
ウ
ル
、
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
な
ど
休
む
間
も
な
く
出
て
い

ま
し
た
。
特
に
印
象
深
い
の
が
昭
和

17

年
の
「
南
太
平
洋
海
戦
」
で
す
。

最
前
線
を
航
行
し
て
い
た
私
た
ち
の

池田又治さん
（四日町新田1）80歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係智57－3川内線213へ。

船
が
大
変
な
攻
撃
を
受
け
ま
し
た
。

㎜
人
く
ら
い
が
戦
死
し
た
ん
で
す
よ
。

そ
れ
ま
で
は
、
弾
丸
な
ん
て
当
た
る

も
の
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で

す
。
ま
だ
世
界
中
で
は
戦
争
を
や
っ

て
い
る
国
が
あ
り
ま
す
が
、
絶
対
に

や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
ね
。

　
戦
争
か
ら
帰
っ
て
き
て
農
業
会
（
現

在
の
農
協
）
に
勤
務
し
ま
し
た
。
下

島
が
流
さ
れ
た
復
旧
や
、
現
金
収
入

が
な
か
っ
た
の
で
最
も
苦
し
い
時
代

で
し
た
ね
。
退
職
後
は
1
0
誓
ほ
ど
の

畑
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は

何
を
し
て
遊
ぼ
う
か
と
思
い
、
神
宮

寺
に
2
診
ほ
ど
の
林
が
あ
る
ん
で
す

が
、
そ
の
根
ば
ら
い
や
掃
除
を
し
て

い
ま
す
。
黒
す
ず
め
ば
ち
を
退
治
し

た
り
、
池
の
魚
を
鳥
が
食
べ
る
と
言

う
の
で
網
を
張
っ
た
り
、
結
構
仕
事

が
あ
る
ん
で
す
よ
。
遊
ば
せ
て
も
ら

う
に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
。
ま
た
、

毎
朝
4
5
分
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
し
て
い

ま
す
。
趣
味
で
木
彫
り
や
版
画
も
や

っ
て
い
ま
す
。
楽
し
み
が
な
い
と
い

う
時
が
な
い
ん
で
す
ね
。

平成9年2月10日号7



大型ダンプ15台の雪に

吉川市民がビックリ

　
市
建
設
課
で
は
1
月
24
日
樹
、
・
2
5
日
㈹
に
行
わ
れ
た

埼
玉
県
吉
川
市
（
埼
玉
県
の
南
東
部
）
の
「
冬
ま
つ
り
」

に
、
雪
の
出
前
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
吉

川
市
の
市
制
施
行
記
念
事
業
の
最
後
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
心
待
ち
に
し
て
い
る
も
の
で
し

た
。

　
大
型
ダ
ン
プ
ー
5
台
に
積
み
込
ま
れ
た
雪
が
午
後
－
時

に
現
地
に
到
着
。
そ
の
後
、
長
さ
2
5
m
の
す
べ
り
台
、

か
ま
く
ら
2
基
、
雪
遊
び
広
場
の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

吉
川
市
は
春
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
陽
気
、
夕
方
に
は
あ

い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
、
雪
が
消
え
る
の
を
心
配
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の

市
民
で
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

の
＋
日
町
市
環
境
保
全
審
議
会
（
水
落
明
会
長
）
が
1

例
月
1
7
日
樹
開
催
さ
れ
・
審
議
の
結
果
「
＋
日
町
市
環
境

条
保
全
条
例
」
の
全
部
改
正
に
つ
い
て
適
当
と
認
め
る
答

全
申
を
し
ま
し
た
・
条
例
で
は
・
空
き
缶
そ
の
他
の
廃
棄

保
申
物
散
乱
防
止
と
し
て
・
市
民
ま
公
共
の
場
所
等
に
空
き

境
答
缶
そ
の
他
の
廃
棄
物
を
捨
て
召
は
な
ら
な
い
旨
や
・
犬

環
を
な
ど
を
飼
う
場
合
・
そ
れ
ら
の
ふ
ん
で
公
共
の
場
所
等

灘
講
霧
篶
耀
雛
碗
匙

旦
昔
イ
ク
ル
促
進
な
ど
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
・

十
全
　
今
回
答
申
さ
れ
た
「
＋
日
町
市
住
み
よ
い
環
境
づ
く

　
　
　
　
り
条
例
」
は
3
月
議
会
に
提
案
さ
れ
、
議
決
さ
れ
れ
ば

　
　
　
　
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

スポツト

懸

oρ

　Happy　New　YearH　hope　you　a”had　a　wonderful
winter　vacation．l　spent　my　winter　vacation　basking　in

the　sun　on　the　white，sandy　beaches　of　southern
Tha”and．On　the　southern　island　of　Kho　Pha　Ngan，we

rented　motorbikes　and　explored　the　island．This　was
perhaps　one　of　the　best　parts　of　the　trip．I　was　able　to

reaIly　see　the　island　with　its　many　waterfa”s　and　hidden

attractions　traveling　by　motorbike，which　would　have
been　impossible　to　do　ridlng　in　the　back　of　a　taxi．On　the

island　of　Koh　Samui，I　relaxed　on　the　beautiful　beaches

for　which　its　known．Un”ke　the　more　isolated　and　not
fu”y　developed　island　of　Koh　Pha　Ngan，Koh　Samui　was　a

hubforforeignerslookingforatypicalbeachvacation・l
spent　most　of　my　time　on　Koh　SamuHying　out，eating，

and　shopping．The　people　in　Tha”and　were　extraordinar一

”y　friendly　and聖曜genki”，the　food　was　deIicious，and　the

weather　was　beautiful．

　　　　　　．　タオ・ウイン

、

“尼5⑱

新年おめでとうございます。皆さんすばらしい冬休みを

過ごされたことと思います。私は、タイ南部の白い砂のビ

ーチで日光浴をして過ごしました。南部にあるパンガン島

では、バイクを借りて島を探険しました。これが今回の旅

行で一番楽しかったです。バイクで回ったので、隠れた穴

場やたくさんの滝を見ることができ、タクシーの後部座席

に座っていたのでは味わえない経験をしました。サムーイ

ー島では、美しさで有名なビーチでのんびりしました。隔

離されていてまだ開発の手があまり入っていないパンガン

島に比べ、典型的な海辺での休暇を求める外国人にとって

は打ってつけのところです。私は大部分をこのサムーイー

島で、日光浴をしたり、食べ歩いたり、買物をしたりして

過ごしました。タイの人たちはとても親切で“元気”だっ

たし、食物もおいしく、気候もすばらしかったです。
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徽

障害者への

、
撫
．
雑

　
　
　
　
ぬ

雛
奪

く鱗、
　
〃
嚢

　　　欝
　　難聾

建設業協会青年部が
本格的な舞台制作に着手

　
雪
像
舞
台
制
作
の
安
全
祈
願
祭
が
2
月
1
日
㈹
、
城

ケ
丘
の
会
場
で
行
わ
れ
、
関
係
者
6
0
人
が
制
作
の
安
全

と
工
事
の
完
成
を
祈
願
。
雪
が
降
り
し
き
る
中
、
佐
伯

宮
司
の
祝
詞
奏
上
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
本
田
市
長
以
下

関
係
団
体
の
長
が
玉
串
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
1
月
2
8
日
か
ら
ダ
ン
プ
で
運
び
込
ま
れ
た

雪
が
3
0
m
以
上
の
高
さ
に
積
み
上
げ
ら
れ
、
制
作
の
準

備
は
万
端
。
今
回
制
作
さ
れ
る
カ
ー
ニ
バ
ル
舞
台
の
名

称
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
摩
天
楼
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
雪

華
の
舞
・
摩
天
の
楼
閣
」
で
す
。
完
成
す
る
と
高
さ
2
0

m
、
幅
3
5
m
、
奥
行
2
5
m
の
舞
台
と
な
り
、
当
日
（
2

月
1
5
日
）
は
鈴
木
蘭
々
、
グ
ッ
チ
裕
三
な
ど
の
出
演
に

よ
り
華
麗
な
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
平
成
8
年
度
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
が
、
2

　
　
　
　
月
3
日
㈲
か
ら
3
回
の
コ
ー
ス
で
十
日
町
保
健
所
を
会

　
　
　
　
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
精
神
保
健
ボ

神
進
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
い
旧
常
的
に
精
神
障
害
者
や
回

灘
羅
器
姻
麟
離
馨
邑
摸

蕩
解
日
町
保
健
所
が
主
催
し
開
か
れ
た
も
の
で
す
．

麹
匙
鍵
継
欝
懸
騨
購

閉
社
た
、
＋
日
町
保
健
所
で
は
次
年
度
以
降
も
引
き
続
き
講

　
　
　
　
座
を
開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大
を
図
り
た
い
と

　
　
　
　
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
保
保
盈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

「
リ
八
ビ
リ
」
っ
て
何
の
こ
と
？

　
皆
さ
ん
は
「
リ
ハ
ビ
リ
」
と
聞
い

て
何
を
連
想
し
ま
す
か
。
多
く
の
人

は
「
運
動
、
訓
練
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
確

か
に
そ
う
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
が
、

人
が
生
活
を
し
て
い
く
上
で
、
果
た

し
て
体
が
動
く
だ
け
で
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。

　
本
来
の
意
味
は
、
「
障
害
を
持
っ
た

と
し
て
も
、
残
さ
れ
た
能
力
を
発
揮

す
る
こ
と
で
、
社
会
の
中
で
日
常
生

活
を
生
き
生
き
と
過
ご
す
こ
と
」
で

あ
り
、
そ
の
一
つ
の
手
段
が
「
運
動
、

訓
練
」
な
の
で
す
。
家
庭
訪
問
を
す

る
と
、
病
院
で
は
歩
い
て
い
た
の
に

家
で
は
ま
っ
た
く
歩
か
な
い
人
や
、

動
け
る
の
に
や
る
気
が
な
い
人
な
ど

に
た
び
た
び
出
会
い
ま
す
。
体
の
不

自
由
な
人
に
た
だ
「
運
動
し
ろ
」
と

言
っ
て
も
、
単
に
つ
ら
く
苦
し
い
も

の
で
、
長
続
き
す
る
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。
歩
け
る
か
ら
外
出
す
る
の
で

は
な
く
、
外
出
し
た
い
か
ら
歩
く
の

で
す
。
目
的
を
持
っ
た
上
で
の
運
動

が
効
果
的
だ
と
考
え
ま
す
。

仲
間
と
の
交
流
、
外
出
の
場
と
し
て

　
　
　
　
ー
リ
八
ビ
リ
教
室
－

　
市
で
は
、
脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で

体
の
不
自
由
な
人
を
対
象
に
、
リ
ハ

ビ
リ
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
理
学

療
法
士
に
よ
る
指
導
に
加
え
て
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
音
楽
な
ど
で
楽

し
み
な
が
ら
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
健
婦
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ

ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
教
室
に
来
る
の

が
楽
し
み
だ
」
「
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い

る
の
で
励
み
に
な
る
」
な
ど
の
意
見

が
聞
か
れ
ま
す
。
参
加
者
だ
け
で
な

く
、
家
族
（
介
護
者
）
の
交
流
の
場

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
の
場
と
し
て
、
仲
間
づ
く
り

の
場
と
し
て
、
今
ま
で
リ
ハ
ビ
リ
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
人
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

笏
日
時
H
毎
週
金
曜
日
午
前
9
時

～
n
時
笏
場
所
H
十
日
町
市
保
健
セ

ン
タ
ー
（
リ
ハ
ビ
リ
室
）
笏
対
象
H
原

則
と
し
て
自
力
、
ま
た
は
家
族
が
送

迎
で
き
る
人

リハビリ教室での棒体操

平成9年2月10日号9



か
け
ま
せ
ん
か

マ
ル
タ
＆
フ
エ
リ
ー
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト

雛
日
時
“
3
月
8
日
出
午
後
7
時
～
（
6

時
3
0
分
開
場
）
霧
場
所
H
市
民
会
館
ホ
ー

ル
獲
入
場
料
H
2
千
5
百
円
（
当
日
3
百

円
増
し
）
雛
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
“
公
民
館
本

館
、
各
地
区
公
民
館
、
J
A
ほ
か
霧
間
合

せ
“
十
日
町
市
公
民
館
（
智
5
7
1
5
0
1

1
）市

民
演
劇
ま
つ
り

籔
日
時
H
3
月
2
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～

獲
場
所
“
市
民
会
館
獲
入
場
料
“
3
百
円

纏
演
目
H
「
あ
る
日
、
ぼ
く
ら
は
夢
の
中

で
出
会
う
」
G
O
K
U
R
A
K
U
本
舗
纏

間
合
せ
U
十
日
町
市
公
民
館

2
月
「
子
供
映
写
会
」

籔
日
時
H
2
月
2
2
日
㈲
午
前
1
0
時
～
霧
場

所
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
霧
入
場
料
H
無

料
霧
内
容
n
こ
ぎ
つ
ね
の
お
く
り
も
の
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
（
ア
ニ
メ
）
雛
問
合
せ

“
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
内
費
57
－
8
9
1
8
）

コ
モ
通
り
有
名
駅
弁
大
会

雛
日
時
H
2
月
1
5
日
ω
午
前
1
1
時
～
霧
場

所
“
大
光
銀
行
前
影
内
容
H
横
川
（
峠
の

釜
め
し
）
高
崎
（
だ
る
ま
弁
当
、
と
り
め

し
）
新
津
（
雪
だ
る
ま
弁
当
）
富
山
（
ま

す
ず
し
）
籔
前
売
券
”
2
月
1
0
日
㈲
～
1
4

日
働
、
青
山
商
店
に
て
販
売
雛
間
合
せ
H

こ
ん
ぜ
ん
㈲
（
智
52
1
3
7
1
1
）

◆
三
種
混
合
、
二
種
混
合
の
予
防
接
種
が

始
ま
り
ま
す
　
今
年
か
ら
対
象
年
齢
を
1

歳
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
春
・
秋

2
回
の
実
施
予
定
で
す
。
籔
－
期
初
回
に

該
当
す
る
幼
児
H
7
歳
半
未
満
で
平
成
8

年
2
月
2
9
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、
末
接
種

か
1
期
1
回
し
か
受
け
て
い
な
い
幼
児
※

百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
幼
児
は
二
種
混
合

に
な
り
ま
す
。
受
付
に
必
ず
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
傷
－
期
追
加
に
該
当
す
る
幼
児

H
7
歳
半
末
満
で
1
期
初
回
が
完
了
し
た

幼
児
（
1
期
初
回
2
～
3
回
接
種
）
籔
持

参
す
る
物
H
※
忘
れ
る
と
接
種
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
①
母
子
健
康
手
帳
②
印
鑑
③
体

温
計
④
十
日
町
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

な
い
と
き
は
、
登
録
し
て
あ
る
市
町
村
で

発
行
し
た
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」
を

も
ら
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
鯵
間
合
せ
H

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

程表〉〈日

薄象

地屡

墨鯛靭園接種翔霞 追纐

接種

藁
欝
購
闘

接
種
嚢
場王翻目 2園目 3團翻

十日町
3月4日（幻 3月

25日（幻

4月

15日（幻

4月

22日（幻 午
後
1
4
5
～
2
3
0

保
健
セ
ン
タ
1

川治
六箇
水沢

3月6日休） 3月

27日休》

4月

17日休）

4月

24日休）

中条
下条
吉田

3月7日㈹ 3月

28日③

4月

18日㈹

4月

25日㈹

◆
ハ
ロ
ー
マ
マ
ス
ク
ー
ル
　
笏
日
時
H
3

月
1
日
㈹
、
1
5
日
ω
午
後
1
時
3
0
分
～
（
2

日
問
コ
ー
ス
）
笏
場
所
H
保
健
セ
ン
タ
ー

籔
対
象
H
平
成
8
年
1
1
月
1
日
～
平
成
9

年
2
月
2
1
日
の
間
に
妊
娠
届
を
し
た
人
⑫

参
加
費
口
無
料
纏
内
容
1
1
歯
科
検
診
、
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
栄
養
指
導
、
妊
婦
体

操
ほ
か
⑫
問
合
せ
“
保
健
衛
生
課
保
健
衛

生
係
※
2
月
21
日
を
過
ぎ
て
も
通
知
が
届

か
な
い
人
は
問
合
せ
を

◆
遺
物
整
理
作
業
員
募
集
　
⑫
募
集
人
員

一
4
～
5
人
（
説
明
会
を
行
い
選
考
）
⑫

資
格
H
2
0
～
4
5
歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康
な

人
傷
仕
事
内
容
H
土
器
・
石
器
の
図
化
お

よ
び
ト
レ
ー
ス
作
業
な
ど
（
経
験
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
）
籔
勤
務
時
間
目
土
・
日
、

祝
祭
日
を
除
く
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5

時
笏
賃
金
H
5
千
2
百
円
（
日
額
）
鯵
応

募
手
続
目
2
月
1
0
日
～
3
月
3
日
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番

号
④
生
年
月
日
を
記
入
し
文
化
財
課
（
〒

鰯
市
内
西
本
町
1
・
十
日
町
市
博
物
館
智

57
i
5
5
3
1
）

◆
農
業
用
軽
油
の
免
税
証
交
付
　
⑫
交
付

日
H
3
月
2
4
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

勿
交
付
場
所
“
十
日
町
総
合
庁
舎
（
1

階
・
第
1
会
議
室
）
籔
必
要
書
類
“
①
免

税
軽
油
使
用
者
証
ま
た
は
免
税
証
共
同
交

付
申
請
明
細
書
②
耕
作
面
積
証
明
書
（
農

業
委
員
会
で
証
明
）
③
印
鑑
（
共
同
の
場

合
は
全
員
の
印
鑑
）
④
機
械
を
購
入
し
た

場
合
は
販
売
証
明
書
と
カ
タ
ロ
グ
⑤
免
税

証
交
付
申
請
書
（
交
付
会
場
に
あ
り
ま
す
）

笏
問
合
せ
H
十
日
町
財
務
事
務
所
課
税
課

（
費
5
7
1
5
5
1
2
）

寄付ありがとう
　　　1月25日届け出分まで（敬称略）

團地域福祉事業へ＝松海寿司お客様

一同（土市3・21，630円〉岩田郁夫

（小泉1・100，000円）

囹社会福祉事業へ＝新潟県信用組合

十日町支店（16，320円）松井忠計（新

座4－2・30，000円）匿名（10，000円）

國羽根川荘へ＝仲好会（5，500円）中

条会（6，000円）城之古老人クラブ（1，

100円）十日町市公民館写真コース

（900円）

囹平成園へ＝富井高二（珠川・タオ

ル100本）

囹身障者福祉センターへ＝春川（3，

000円）

囹公民館本館へ＝十日町地区婦人会

（ポット10個）

囹公民館図書室へ＝根津芽久実（田

川町3）

◆
方
言
手
ぬ
ぐ
い
発
売
中
〃
　
　
「
お
ら
ほ

う
の
標
準
語
」
を
書
き
つ
づ
っ
た
3
種
類

の
手
ぬ
ぐ
い
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ

ス
会
な
ど
の
引
出
物
に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。
傷

販
売
所
H
博
物
館
、
ク
ロ
ス
ー
0
窃
価
格
H

1
本
“
5
百
円
籔
問
合
せ
目
酒
井
綾
子

（
学
校
町
1
費
5
7
1
5
8
1
1
）

加
し
ま
せ
ん
か

男
性
の
た
め
の
介
護
教
室

籔
日
時
H
3
月
8
日
・
1
5
日
・
中
旬
・
2
2

日
の
各
土
曜
日
（
4
回
コ
ー
ス
）
膨
場
所

11

十
日
町
市
公
民
館
霧
受
講
料
日
無
料
霧

定
員
H
2
0
人
（
先
着
順
）
霧
申
込
み
目
申

込
書
（
公
民
館
に
あ
り
ま
す
）
を
記
入
の

上
、
十
日
町
市
公
民
館
（
盈
5
7
1
5
0
1

1
）ほ

く
ほ
く
線
の
試
乗
会

雛
日
時
H
3
月
8
日
出
・
9
日
㈲
霧
使
用

車
両
U
H
K
㎜
型
普
通
電
車
（
2
両
編
成
）

霧
コ
ー
ス
ー
1
2
日
間
共
通

蹴
雪一鍛

虫川大杉碧、1：llコ

　（六日町折り返し）

毯
罰一籔

木日町悉1魏コ
　（くびき折り返し）

匿
郵一鑑

くびき碧器コ
　（六日町折り返し）

驚
羅一鍛

六日町巻騰コ
　（くびき折り返し）

¢
濁一蒸

くびき碧器コ
　（六日町折り返し）

嬢
籔一鱗

＋日町翻鎧コ
　（くびき折り返し）

籔
茎
総
鍛

＋日鰭、1：llコ

　（くびき折り返し）

※Fコースは十日町から
　Gコースと重複します

霧
定
員
“
各
コ
ー
ス
と
も
m
人
（
た
だ
し

F
・
G
コ
ー
ス
は
5
5
人
）
※
1
人
（
ー
グ

ル
ー
プ
4
人
ま
で
）
に
つ
き
ー
コ
ー
ス
の

み
籔
応
募
方
法
日
一
般
公
募
で
す
。
2
月

19

日
㈱
必
着
で
官
製
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
日
及
び
希

70



一
●

罵　 ■

望
コ
ー
ス
を
記
入
し
、
北
越
急
行
㈱
（
〒

鰯
～
6
6
南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
六
日
町
餅

ー
2
）
へ
。
雛
問
合
せ
”
地
域
開
発
室
北

越
北
線
対
策
係

※
雪
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、
2
月
1
5
日
出
午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
ま
で
ほ
く
ほ
く
線
十

日
町
駅
で
、
ス
ー
パ
ー
特
急
・
普
通
電
車

の
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。
ま
た
当
日
は

地
下
道
の
通
行
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
家

族
連
れ
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

”
生
き
る
力
”
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
A
R
T
－

霧
日
時
”
2
月
2
2
日
ω
午
後
2
時
～
3
時

30
分
雛
場
所
口
市
民
会
館
ホ
ー
ル
霧
入
場

料
“
無
料
霧
講
師
H
大
山
治
郎
氏
（
㈱
曙

産
業
代
表
取
締
役
）
霧
演
題
H
私
の
歩
い

て
き
た
道
～
す
べ
て
に
学
ぶ
～
霧
申
込
み

H
2
月
1
8
日
㈹
ま
で
に
十
日
町
市
公
民
館

ワ
ラ
細
工
講
習
会

霧
日
時
”
2
月
2
3
日
・
3
月
9
日
の
各
日

曜
日
午
後
1
時
～
霧
場
所
H
枯
木
又
集
落

セ
ン
タ
ー
霧
参
加
費
”
3
百
円
霧
問
合
せ

輯
山
田
栄
（
盈
5
9
1
2
3
1
7
）

雪
国
の
風
景
展
h
八
ワ
イ

霧
日
時
H
8
月
1
3
日
㈱
～
1
5
日
働
（
旅
行

日
程
は
8
月
1
2
日
㈹
～
1
7
日
㈲
）
霧
会
場

H
ハ
ワ
イ
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
霧
費
用
H

1
人
1
8
万
円
程
度
（
国
内
移
動
費
・
パ
ー

テ
ィ
ー
代
等
は
別
）
雛
間
合
せ
H
尾
身
伝

吉
（
山
本
町
3
暦
5
7
1
0
3
1
6
）

ス
ポ
ー
ツ

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
平
成
9
年
度
学
校
開
放
（
前
期
）
申
し

込
み
〉
　
申
込
用
紙
は
総
合
体
育
館
に
あ

り
ま
す
。
希
望
す
る
団
体
（
1
0
人
以
上
）

は
3
月
1
日
ω
ま
で
に
総
合
体
育
館
（
盈

52

1
4
3
7
7
）
へ

〈
グ
レ
ス
テ
ン
カ
ッ
プ
、
桂
ス
キ
ー
場
ス

ラ
ロ
ー
ム
大
会
〉
　
窃
日
時
“
3
月
2
日

㈲
午
前
8
時
3
0
分
受
付
開
始
笏
場
所
H
桂

ス
キ
ー
場
笏
種
目
H
回
転
笏
参
加
費
H
中

学
生
以
下
”
5
百
円
、
高
校
生
以
上
“
千

円
笏
申
込
み
H
2
月
2
4
日
㈲
ま
で
に
十
日

町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
本
部
「
桂
ス
キ
ー
場
ス

ラ
ロ
ー
ム
大
会
」
係
（
〒
圏
市
内
明
石
2
4

ホ
ン
マ
科
学
㈱
内
盈
52

－
5
8
7
6
）
※

当
日
参
加
も
可

〈
第
1
2
回
小
学
生
イ
ン
ド
ア
サ
ッ
カ
ー
大

会
〉
　
笏
日
時
H
2
月
2
3
日
㈲
∵
3
0
日
㈲

午
前
9
時
～
笏
場
所
H
総
合
体
育
館
の
資

格
H
第
1
部
“
小
学
3
年
生
以
下
、
第
2

部
“
小
学
4
～
6
年
笏
参
加
費
“
1
人
2

百
円
笏
問
合
せ
“
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務

局
・
庭
野
和
浩
（
江
道
智
5
7
－
8
3
5
7
）

〈
第
2
回
女
子
イ
ン
ド
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会
〉

笏
日
時
H
2
月
2
3
日
㈲
午
後
1
時
～
笏
場

所
H
総
合
体
育
館
笏
資
格
H
中
学
生
以
上

の
女
子
の
参
加
費
H
ー
チ
ー
ム
2
千
円
笏

問
合
せ
H
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局
・
庭
野

和
浩〈

第
1
0
回
イ
ン
ド
ア
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大

会
〉
　
笏
日
時
H
3
月
9
日
㈲
午
前
9
時

～
笏
場
所
”
総
合
体
育
館
笏
資
格
目
中
学

生
以
上
笏
参
加
費
目
ー
チ
ー
ム
2
千
円
笏

問
合
せ
目
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局
・
庭
野

和
浩

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
，
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（商工観光課盈52－5569）へ。

ゆ饗聯ま燦・…◎・

品　　　　名 規　格 希望価格

スノーボー ド サンタクルズ
146cm金具付 4～5万円

テニスラケット 硬式用・新品 相談で

等身大ミラー 1万5千円

クローゼッ 卜 木製・新品 3万円

シングルベッド 輸入品・新品 4万円

地 球 儀 相談で

磁気マットレス セミダブル ／ノ

コードレスアイロン 千円

食卓テーブル・椅子2脚セット 四角・木製 1万円

組みひもセット 中古・玉台付 相談で

洋 服　ダ　ン ス 木　製
新品同様 無　料

食卓テーブル 相談で

ゆ饗難》懇蘇懸i鱗・・一・・

子供用スイングラック 3千円
お　　も　　ち　　ゃ

つみ木・人形・

ブロック等何でも 無　料

童話「はんの木」 相談で

ラ　　ジ　　カ　　セ 小型・録音用 5千～1万円

スノータイヤ4本 軽自動車用
ホイール付 相談で

コンプレッサー 100V ノノ

ぶらさがり健康器 千円

クロカンスキー用靴 23．5～24cm 2～3千円

大　　　正　　　琴 できれば新品 相談で

アルペンスキー一式 小学生用2組 ／ノ

エレク　トーン できれば新品 ／ノ

第1回スノーチュービング日本選手権大会　　1

會十日町に生まれた新しいスノー
　スポーツ
會子供から大人まで簡単に楽しめ
　る「スノーチュービング」
脅あなたもチューブに乗ってチャ
　レンジ／

1〉主催　第1回スノーチュービング日本選手権大会実行委員会
　　　　　　　　　　（あてまフォーラム、㈱当間高原リゾート、新墾会）

〉お問い合わせ・資料請求・申し込み先（事務局）

　　　新潟県十日町市千歳町3丁目　十日町市役所地域開発室
　　　TEL　O257－57－3m（内線）261FAX　O257－52－4635

　　　　　　開催種目

嚢タイ鐵1蕪透講撫護ア灘慶琶附粥

　男暴・糞霧・那学盤の部．掴火種團

　200爾のス睦灘鱗コース

　　　あなた懸スぽ一隙と体力障挑戦麟

糞パフ黙一マンス部閂
　盤別・年齢制隈獄じ、團体参魍可。

　仮装猶パヲ誹一羅ンスの

　　　　　　厭翻劃が勝負灘

77　平成9年2月10日号
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欝il

ふ
る
里
の
歴
史
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歩
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黒
船
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乗
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難
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鐵
編
灘
難
雛
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…　 鱒繭欝・

　
　
　
　
　
　
写
真
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

　
　
　
　
　
六
月
、
浦
賀
沖
に
来
航
し
た
、
ア
メ

　
　
　
　
　
リ
カ
鑑
隊
の
士
官
と
水
兵
を
描
い
た

　
　
　
　
　
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
当
時
、
村
の
用
で
江
戸
に
出
か
け

　
　
　
　
　
て
い
た
、
中
条
村
庄
屋
の
田
村
謙
助

　
　
　
　
　
は
、
「
役
所
か
ら
の
呼
び
出
し
が
な
く

　
　
　
　
　
　
て
暇
な
の
で
、
黒
船
を
見
に
行
っ
て

　
　
　
　
　
く
る
」
と
手
紙
に
書
い
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
　
ら
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
に
求
め
た
も

　
　
　
　
　
　
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
こ
ろ
江
戸
で
は
り
医
の
修
業

　
　
　
　
　
を
し
て
い
た
栄
春
は
、
尾
崎
村
の
父

　
　
　
　
　
き
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
き
き

，
轍
懸
灘
副
難

ポ
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
き
き
き
チ

　
　
　
　
ゑ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官

　
　
　
　
　
馨
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
士

燕
褒
難
き
鱗
の

アメリカ船

親
弥
左
衛
門
に
あ
て
て
、
混
乱
す
る

江
戸
の
様
子
を
、
こ
う
書
き
送
っ
て

き
ま
し
た
。

　
「
で
き
る
な
ら
ば
も
う
一
年
く
ら

い
修
業
し
た
い
の
だ
が
、
異
国
船
が

渡
来
し
て
か
ら
は
、
世
情
が
物
騒
に

な
り
、
落
ち
着
い
て
修
業
が
で
き
な

い
の
で
帰
国
し
た
い
。

　
連
れ
て
帰
っ
て
く
れ
る
飛
脚
か
、

江
戸
か
ら
帰
る
都
合
の
い
い
人
を
知

ら
せ
て
ほ
し
い
。

　
幕
府
は
、
品
川
に
台
場
を
築
い
て

防
備
を
固
め
、
御
殿
山
の
備
え
も
厳

し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
戦
争
に

な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
心
配
だ
。

　
仲
問
の
多
く
は
、
す
で
に
故
郷
に

帰
っ
た
。
江
戸
の
学
者
や
風
流
人
は
、

山
ご
も
り
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
一
緒
に
江
戸
に
出
て
、
医
師
の
修

業
を
し
て
い
る
徳
之
丞
は
、
異
国
と

戦
争
に
な
れ
ば
、
兵
士
と
し
て
加
わ

る
の
で
、
槍
術
家
の
門
下
に
入
る
と

い
っ
て
い
る
。

　
あ
ち
こ
ち
で
弓
や
鉄
砲
の
稽
古
の

　
　
　
　
　
　
よ
ろ
い
　
か
ぶ
と

音
が
す
る
し
、
鎧
や
冑
を
そ
ろ
え
る

者
も
い
る
」

　
新
し
い
社
会
に
移
り
変
わ
ろ
う
と

す
る
動
き
は
、
山
深
い
妻
有
の
里
に

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

蒐
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　スギは防風、防雪、屋敷林として植えられ、また神社等ではご神木と　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：して崇められるなど日本の風景を代表する植物の一つです。　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　スギ科の植物はかつて新生代第3紀に繁殖しましたが、現在では世界：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3各地に孤立して生育しています。スギは日本の固有種で、青森県以南か：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ら九州の屋久島まで分布しています。和名は直木（すぐき、すき）の略：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3で、すぐに伸びる木、まっすぐな木の意味と言われています。日本では：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3杉の字をあてていますが漢名は倭木。漢名の杉はコウヨウザンです。ス：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ギの花は雌雄同株の風媒花で、雄花は淡黄色の楕円形で小枝の先にかた1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：まって、雌花は小さな緑色の球形で短い葉を付けた小枝の先に1個ずつ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：付き、3～4月ころ開花します。「杉の花黄粉のごとく卓上に」。小雪の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3年は特に多いと言われています。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

十日町市民の動き

（1目末日現在）

45，146人（前月比一14）

22，175人（〃　一13）

22，971人（〃　一1）

（前月比一4）12，853

ロ
男
女
　
数

　
　
　
　
　
　
帯

人
　
　
　
　
世

■
　
　
　
　
　
　
　
　
■

ホ
ッ
ト
ひ
と
息
　
－
ー
・

　
　
　
編
・
集
・
室

　
福
は
内
、
鬼
は
外
。
我
が
家
で
も
恒
例
の

豆
ま
き
を
や
り
ま
し
た
。
鬼
の
役
は
い
つ
も

自
分
で
す
。
妻
は
娘
二
人
と
先
を
争
っ
て
の

豆
拾
い
。
で
も
子
供
の
成
長
は
早
い
も
の
、

終
わ
っ
た
後
こ
ん
な
光
景
が
い
つ
ま
で
続
く

の
か
な
と
、
ふ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
春
分
の
日
に
今
回
の
雪
上
力
ー
ニ

バ
ル
の
演
出
を
担
当
す
る
菅
野
こ
う
め
い
氏

（
広
島
ア
ジ
ア
大
会
の
開
会
・
閉
会
式
の
演

出
な
ど
を
担
当
）
が
同
席
し
て
、
雪
ま
つ
り

の
記
者
会
見
が
あ
り
ま
し
た
。
会
見
の
中
で

菅
野
氏
は
、
「
巨
大
ム
ー
ビ
ン
グ
サ
ー
チ
や
大

型
プ
ロ
ジ
エ
ク
タ
ー
を
使
用
し
て
雪
像
舞
台

に
映
像
を
写
し
出
す
な
ど
、
今
ま
で
と
は
ま

っ
た
く
違
っ
た
演
出
を
し
た
い
」
。
ま
た
「
司

会
を
設
定
し
な
い
で
音
と
光
と
ス
ピ
ー
ド
感

で
観
客
に
間
を
持
た
せ
な
い
舞
台
展
開
を
し

た
り
、
舞
台
と
観
客
と
の
一
体
感
を
出
し
た

り
し
て
、
寒
さ
を
忘
れ
て
見
て
も
ら
え
る
内

容
に
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
カ
ー

ニ
バ
ル
の
演
出
を
、
舞
台
制
作
か
ら
プ
ロ
の

演
出
家
に
任
せ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
。
ご

ん
な
カ
ー
ニ
バ
ル
に
な
る
の
か
今
か
ら
期
待

が
か
か
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
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